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           入院される患者様へ 

 当院に入院されることとなり、ご本人はもちろん、ご家族の皆様も不安であ

ることと思います。当院は入院患者様が、少しでも不安を感じることなく、快

適に過ごしていただけるよう最善を尽くしていきたいとスタッフ一同考えてお

ります。  

当院は昭和 31年（1956）栗本藤四郎により、創立されました。精神病は時代

の病と考えられ、そこから生じる「うつ病」「引きこもり」「発達障害」「認知症」

などの病に対処すべく努力を重ねております。そして、かつての精神病院のイ

メージを大きく変えることを考えています。 

 

具体的には 

1.信越国境では 100 年の森創り、琵琶湖西岸比良山麓では稲作、畑、豚の飼育

などを行っています。大地に接することで人間は判断の基本を回復できるとい

えます。 

  

2．歴史とつながりのある病院。ここに来られる皆様は、改めてご自分の歴史を

みつめ、未来を見通して頂けるよう様々な歴史的手がかりになるものを用意し

ています。 

  

3．精神の道場を核としなければと考えています。現代社会の失った大地、自然

の感覚を呼び覚ます農道、外部の敵と戦う武道、さらに内部の敵や病と直面し、

自他の原因をみつめ、克服、成長するための医道（座禅、内観）、人間精神の活

性化、強力化のための演劇（文道）などを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入院される患者さまへ 

  外来診察後、入院が決定されましたら病棟にご案内いたします。 

  病棟での説明が終わりましたら、事務所での手続きをいたしますので、受付窓口に必

ずお立ち寄りください。 

                  

 

入院中の他医療機関への受診について 

 入院中は、他の医療機関への受診は特別な事情がない限りできません。 

また、内科等で現在、他の医療機関に継続的にかかられている場合は、必ず主治医と

相談し病棟スタッフにお伝えください。 

 

病棟のご案内  

◆喫茶比叡◆               ◆入 浴◆ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆院庭の孔雀◆               ◆コインランドリー◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆お食事◆                ◆図書室◆   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 ◆貴重品ロッカー◆               ◆電 話◆ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病棟に鍵付きのロッカーを準備しております。      各病棟に公衆電話を設置しております。 

鍵は身に付けて、お手元から離さないようにお願い    携帯電話・スマートフォンはルールを守って 

します。鍵を紛失した場合は弁償していただきます。   ご使用ください。 

    

 

 

 

◆喫 煙◆ 

 敷地内全館禁煙となっております。 

 

 

プライバシーの保護について 

 個人情報に関しましては、十分な配慮をしております。 

治療上支障が生じない範囲での対応を行っておりますので、病棟スタッフにお申し出て

ください。 

 

 



入院手続き 

 ・健康保険証 

 ・印鑑 

 ・各種認定書(限度額適用・標準負担額認定証・福祉医療費受給者証など) 

    ＊公費負担医療の適用を受けていない方でも入院後、申請をできる場合がありますの

でご遠慮なくご相談ください。 

 

入院時に必要なもの  (持ち物すべてにお名前のご記入をお願いします。) 

洗 面 用 具 
□ハブラシ □歯磨き粉 □シャンプー □爪切り 

□ボディソープ □洗面器 □プラスチックのコップ   

  タオル類 □バスタオル □フェイスタオル 

 衣  類 
□下着 □普段着 （ベルト・サスペンダーを使用するもの、

紐付きの衣類等の持ち込みは不可となっております） 

 履 き 物 

□運動靴（紐付きの靴、クロックスに類するサンダルは転倒の

危険がある為使用不可となっております。介護シューズなど履

きやすく脱げにくいものをご準備ください） 

 その他 □電気シェイバー(充電タイプ) 

□マスク 

＊紐付き衣類を持ち込まれた場合、紐を取り除きますのでご了承ください。 

＊患者さまの状態に応じて持参品が異なりますので、詳しくは病棟スタッフにお尋ね 

ください。 

＊電池の取り扱いは、病院ではしておりません。持ち込まれました電池につきましてはお

持ち帰りいただき、各家庭で処分をお願いいたします。 

 

入院セットレンタルサービスのご案内 

・当院では院内感染予防及び院内の清潔保持のため、入院される患者様に「入院セット

レンタルサービス」を導入しております。 

・入院セットレンタルサービスのタオルセット（基本セット）を申し込みいただきます

と、入院時に必要なアメニティーが必要に応じて無料でご利用いただけます。 

くわしくは入院時にお渡しするパンフレットをご確認ください。 

 

入院時にお持込みをご遠慮いただくもの 

 ・果物ナイフなどの刃物、ガラス製品、紐類など 

 ・ライター、マッチ、アルコールなど 

  ・その他の入院生活に必要のない物品 

 

 

 

 

 



お小遣いについて 

 病状により自己管理が不可能な場合には申し込みの上、患者さまのお小遣い管理担当 

者が責任をもって管理(有料)させていただきます。   1 ヶ月 ￥3300／月 

 

前受金について 

 入院の際に窓口で前受金３万円（退院時に清算します）を入金してください。 

 

病棟洗濯及び衣類管理 

 洗濯をご自分、あるいは家族でなされない患者さまの場合、当院の洗濯業務をご利用く

ださい。 

                      １ネット ￥667／(税別)  （別紙参照） 

＊但し、衣類管理不可能な患者さまには、管理費として￥2000／月(税別)いただきます。 

 長期保管や季節物の保管は行っていませんので、季節毎に交換してご自宅で保管してい

ただきますようお願いします。 

 

面 会 

  原則 面会時間 午前 10 時～午後 6 時 30 分 

  ＊食べ物の持込みは面会時に食べきれる程度でお願いします。また、缶類・ビン類の

持込みはご遠慮ください。 

  ＊治療上の都合や症状により、面会をご遠慮願うことがあります。 

 

外出・外泊・通信 

外出・外泊 

治療上、外出や外泊の制限が必要なこともありますので、主治医の許

可が必要です。 

通 信 電話は、原則制限はありません。手紙等の制限もありません。 

＊外出時の付添は、原則ご家族に付き添っていただきます。 

 

診断書・証明書    

 診断書、各種証明書等が必要な場合は、病棟スタッフにお申し出ください。 

書類作成には、諸費用、お時間がかかる場合がございますのでご了承ください。 

 

相談窓口 

 入院中や退院後における心配事や悩みについては、どうぞお気軽にご相談ください。 

 面談をご希望の方は病棟スタッフに声かけしていただけましたら、ソーシャルワーカー

が、病棟までお伺いさせて頂きます。 

相談時間 午前 9：30～午後 12：30   

午後 1：30～午後 4：00 

 

 

 



よくある質問 

〇訪ねてくる人に会えますか？ 

 病状が安定している方はご家族にお会いできます。 

 只今、感染症対策により制限しています。 

 

〇街に出かけてもよいですか？ 

 病状が安定し、外出の制限がない方は出かけられます。また、ご家族の付き添いがあれば出かけられる

方もおられます。 

 

〇電話はかけられますか？ 

 公衆電話があります。携帯電話の使用についてはスタッフにお尋ねください。 

 

〇手紙は出せますか？ 

 職員が投函させていただきます。届いた郵便物はご本人にお届けいたします。 

 

〇髪の手入れはできますか？ 

 身だしなみは整えていただけます。 

 

〇タバコは吸ってもいいですか？ 

 敷地内全域が、禁煙になっています。 

 

〇読む物はありますか？ 

 充分ではありませんが、図書室に書物が置いてあります。 

 

〇喫茶店はありますか？ 

 営業日が隔日ですがあります。（現在、休業中です） 

 

〇入院費用はどれぐらいかかりますか？ 

 個人差がありますので事務所で問い合わせてください。 

 

〇ソーシャルサービスはありますか？ 

 精神保健福祉士が患者様の相談に乗っています。 

 

〇退院後のサービスはありますか？ 

 デイケア・訪問看護・支援センター・作業所・訓練施設等、地域サービスがあります。 

詳しくはホームページをご参照ください。 

 

〇開放病棟について 

 開放病棟があります。急性症状が治まれば、行動制限は緩和され、開放病棟で過ごすことができます。 

 



 

 

 

 

 

 

 


